
③障害者トライアル雇用事業
ハローワーク等の紹介により、障害者を事業主が試行雇用の形で受け入れることにより、障害者雇

用についての理解を促し、試行雇用終了後の常用雇用への移行を進める。

また、精神障害者等については、雇入れ当初は週２０時間未満の就業から開始する短時間トライア
ル雇用を実施。

④ 職場適応援助者（ジョブコーチ）支援事業
障害者が職場に適応できるよう、地域障害者職業センター等に配置されているジョブコーチが職場
において直接的・専門的支援を行うとともに、事業主や職場の従業員に対しても助言を行い、必要に
応じて職務や職場環境の改善を提案する。

⑤ 障害者就業・生活支援センター事業
雇用、保健、福祉、教育等の地域の関係機関の連携の拠点となり、障害者の身近な地域において、
就業面及び生活面にわたる一体的な支援を実施（令和６年４月現在：337か所）。

② 特定求職者雇用開発助成金
ハローワーク等の紹介により継続して雇用する労働者として雇い入れる事業主に対して助成。

①ハローワークにおける職業相談・職業紹介
個々の障害者に応じた、きめ細かな職業相談を実施するとともに、福祉・教育等関係機関と連携し

た「チーム支援」による就職の準備段階から職場定着までの一貫した支援を実施。併せて、ハロー
ワークとの連携の上、地域障害者職業センターにおいて、職業評価、職業準備支援、職場適応支援
等の専門的な各種職業リハビリテーションを実施する。

◎精神障害者を対象とした支援施策 ◎精神障害者が利用できる主な支援施策

② 精神障害者に対する総合的雇用支援
地域障害者職業センターにおいて、主治医等との連
携の下、新規雇入れ、職場復帰、雇用継続に係る様々
な支援ニーズに対して、総合的な支援を実施。（全国
47センターで実施）

① 精神・発達障害者雇用サポーターの配置

ハローワークに「精神・発達障害者雇用サポーター」を配置し、

精神障害者等の求職者に対しては障害特性を踏まえた就職

から職場定着までの一貫した支援、事業主に対しては課題解

決のための相談援助等の専門的な知見に基づく支援を実施。

精神障害者に対する主な雇用支援施策

③ 精神・発達障害者しごとサポーターの養成

広く一般労働者を対象とし、職場において精神・発達
障害者を支援する応援者を養成し、職場における精神･
発達障害者を支援する環境づくりを推進する。

精神障害者等本人の障害理解や支援機関同士での
情報連携等を進めるとともに、事業主による採用選考
時の本人理解や就職後の職場環境整備を促すため、
就労に向けた情報共有フォーマット（就労パスポート）を
普及し、雇い入れ時等における利活用を促進する。

④ 精神障害者等の就労パスポートの普及
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⑥ 障害者介助等助成金（職場支援員の配置・委嘱助成金、職場復帰支援助成金）
雇用する障害者の職場定着を図るために職場支援員を配置・委嘱した場合に助成を行う。また、中
途障害等により１ヶ月以上の療養のための休職を余儀なくされた者に職域開発その他職場復帰のた
めに必要な措置を講じた事業主に対して助成を行う。

※納付金制度に基づく助成金。（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構において受付。

⑦ 職場適応援助者助成金
企業に雇用される障害者に対してジョブコーチによる援助を提供する社会福祉法人等の事業主（訪
問型）や自社で雇用する障害者に対してジョブコーチを配置して援助を行う事業主（企業在籍型）に対
して助成を行う。

※納付金制度に基づく助成金。（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構において受付。


	スライド 1
	スライド 2

